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図6　在宅時にばく露が高かった事例の磁束密度の経時変化（被験者9番）
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図8　通勤時にばく露が高かった事例の磁束密度の経時変化（被験者10番）
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図9　通勤時にばく露が高かった事例の
　　　磁束密度の頻度分布
〈32
時間帯が続いたため，全体に占めるばく露量も大きい方ヘ
シフトした．表1の各パーセンタイル値を見てもそれがわ
かる．被験者9番では，50パーセンタイル値や75パーセ
ンタイル値も一番高い値となっている．
4．電車通勤時のばく露が大きかった例
　通勤時にばく露が大きかった例の中で被験者10番の例
を図8に示した．この例では，電車乗車時に断続的に10
μT程度のピークが出現した．しかし，磁束密度の頻度分
布を図9に示すように，そのピークの頻度は全体の数％に
とどまっていた．地下鉄等の他の交通機関については，電
車の事例のような顕著な特徴は見られなかった．
5．電車内での測定
　JR札幌駅から千歳駅まで2時間程度電車に乗車して電
車内で磁束密度を測定した結果を図10に示した．札幌駅
から小樽駅まで，札幌駅から野幌駅までの同様の調査を
行ったが，どの調査においても，時間との相関から電車の
モータ起動時を中心にピークが出現することがわかった．
乗車時間は2時間程度である．
6．電気作業従事者の例
　電気室のある職場に勤務する電気技師で職業ばく露が大
きかったと思われる例の中で被験者19番の例を図11に示
した．高電流が流れている場所を定期的に点検した時に，
断続的に10～20μT程度のピークが出現した．磁束密度
の頻度分布を図12に示す．断続的に高いばく露があって
も，全体の数％にすぎないことがわかった．
　高いばく露があっても，それが持続的に続かないと全体
に占める割合が小さくなることがわかった．
7．ハイブリッドカー運転時の測定
　近年，エンジンと電動機の2つの動力源で走行するハイ
ブリッドカーが開発された．電流のあるところには磁界が
発生するので，ハイブリッドカー運転時の磁束密度の調査
も行った．その磁束密度の経時変化を図13と図14に示す．
　図13と図14は共に同じメーカーのハイブリッドカーで
あるが，車種が異なる．図13の磁束密度は0．6μT以下
であるのに対し，図14では最大で18μTを超える値が出
現した．違いが見られるのは，電磁界ノイズのシールド対
策や発生源からの距離の違いなどが一因ではないかと考え
られる．
　「環境保健基準（EHC）」改訂版には，！00　kHzまでの
超低周波電磁界に関するICNIRPの国際的ガイドライン
を尊重すべきと記載されている．北海道内の商用電源50
Hzの場合は100μTという基準値になるが，今回の結果
はこの基準値を十分に下回っていた．
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図10　電車内での磁束密度の測定結果
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図11電気作業従事者の磁束密度の経時変化（被験者19番）
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図12電気作業従事者の磁束密度の頻度分布
　なお，経済産業省は2007年秋までに電気設備の周りに
生じる磁界の規制について方針を提示する予定である．そ
の動向にも着目し，新たな基準値が示されれば，今回の結
果と比較し考察していきたい．
要 約
　今回の48名316人日・約128万件の磁束密度の測定で，
次の結果を得た．
　（1）読み取り値の平均は0．08μT，最大は110μTであっ
た．なお，この最大値については，電子レンジの影響を受
けたものと考えられるが，同じ計測条件で再測定すると最
大15μTとなり再現性のある結果は得られなかった．
　（2）全データの約6割が0．03μT以下であり，約9割が
0．3μT以下となった．
　（3）電線の近傍にある部屋におけるばく露量が，平均的な巳
部屋に比べて0．5μT程度大きい傾向にあった．
　（4）電気技師の集団で断続的に最大で10～20μT程度の
ピークの出現が認められた．
　（5）日常生活の中で比較的数値が大きくなる電車内部では
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図13　ハイブリッドカー運転時の磁束密度の経時変化（例1）
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図14ハイブリッドカー運転時の磁束密度の経時変化（例2）
最大で10μT程度のピークの出現が認められた．
　⑥ハイブリッドカーの車種の違いにより，運転時の磁束
密度に違いが見られた．
稿を終えるにあたり，測定器を約1週間もの間携i帯して
ご協力いただいた方や大変有意義な助言をくださった方な
ど，調査にご協力いただいた関係各位に深謝いたします．
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